
レジオネラ症の予防対策は大丈夫ですか？？ 

ﾚｼﾞｵﾈﾗ属菌は、自然界の土壌や淡水等に広く生息する細菌であり、周辺から除去することは非常に困難です。

そのため、ﾚｼﾞｵﾈﾗ症を予防するためには、感染源となる浴槽設備や機器の衛生管理を徹底し、ﾚｼﾞｵﾈﾗ属菌の増殖

を極力防止する必要があります。 

特に、抵抗力の弱い老人等が利用する特別養護老人ホームなどの浴槽設備では、レジオネラ症の感染源となる

恐れがありますので、徹底した予防対策が必要です（国では、「社会福祉施設におけるレジオネラ症防止対策につ

いて」を都道府県に通知しています）。 

定期的に水質検査を行い、浴槽水の実態を把握することが必要となります。 
 

一般財団法人 三重県環境保全事業団 ＨＰ：http://www.mec.or.jp/ 

連絡先：科学分析部 第一・第二分析課 

ＴＥＬ：059-245-750８  FAX：059-245-7516 

 

レジオネラ属菌の検査・対策・衛生管理のご案内 

浴槽水の衛生管理方法はどうするの？？ 

１ 浴槽水の消毒・換水をしましょう！！ 

浴槽水の遊離残留塩素濃度が、0.2～0.4mg/㍑に保たれるように塩素剤（次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ等）を注水しま

しょう。また、注入してから一定後も上記濃度が保たれているように定期的に濃度を測定することが必要です。 

循環ろ過装置を使用していない浴槽水および毎日完全換水型浴槽水は、毎日完全換水することが原則ですが、

循環浴槽水においても１週間に１回以上、定期的に完全換水をしましょう。 
 
２ 浴槽、循環設備（ろ過装置、配管等）の清掃・消毒をしましょう！！ 

ﾚｼﾞｵﾈﾗ属菌は、浴槽のﾇﾒﾘ(ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾑ)や循環設備のろ剤や配管のﾇﾒﾘ等に多く生息しやすく、ﾇﾒﾘ等に保護され

ると塩素殺菌の効果が低くなると言われているため、浴槽はもちろんのこと、循環設備も定期的に逆洗等の清

掃を実施し、消毒をしましょう。 
 
３ 定期的な水質検査をしましょう！！ 

疲れを癒す場としてのお風呂を「安心・安全・快適」に保つため、定期的にレジオネラ属菌等の水質検査を

しましょう。浴槽水等の検査項目および検査頻度は以下のとおりです。なお、水質検査結果は３年以上保存し

ましょう。 

検 査 項 目 単 位 

基 準 値  検 査 頻 度 

浴槽水 
原水、原湯、上り用

湯及び上り用水 

毎日完全 

換水型 

連日 

使用型 

色度 度 - 5以下 

年１回 

以上 

年2回 

以上 

(浴槽水の消毒

が塩素消毒で

ない場合は年4

回以上) 

濁度 度 5以下 2以下 

水素ｲｵﾝ濃度(pH) - - 5.8～8.6 

有機物（全有機炭素（TOC）の量）  

または 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量 

ｍg/L 

8以下 

または 

25以下 

3以下 

または 

10以下 

大腸菌 個/mL 1個/mL以下 検出されないこと 

ﾚｼﾞｵﾈﾗ属菌 CFU/100mL 10未満 10未満 

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素※ ｍg/L 1以下 - 

※旅館業における衛生管理要領において加えて検査することが望ましいとされている項目 

※当事業団では、レジオネラ属菌が未検出の場合、

レジオネラ属菌検査済証シールの発行を行っ

ております。 
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